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AutoServis "Shtepia E Makinave"

obada
テキストボックス
Bllsh

obada
タイプライターテキスト
6月20日　エンジンオイルが漏れだしたので、急遽 Ballshという街まで戻りました。



obada
テキストボックス
　6月20日、ペラトに行く予定でナビに従い運転したが、あまりの悪路で車の底を何度も打ち、あげくは農家に突っ込んだ。それでもナビは案内している。農家の人が一家総出で教えてくれたが、この先はランドクルーザーかトラクターでしか行けないと言われ、教えてもらった町（Baiish）まで戻ることにした。グーグルの位置情報も使い方が難しいことを知ったが、ここまでの悪路とは・・・・・・・。 　しかし、それ以上に重大な問題に見舞われた。エンジンオイルが漏れ始めたのである。このまま時間がたてばやがて車は動かなくなり大変なことになってしまう。急いでガソリンスタンドのあるBaiishまで戻ることにした。再び悪路を戻らないといけないうえオイルが漏れているので緊張と心配に見舞われた。 Baiishまで戻り、お茶をしていた人に事情を説明するとすぐそばにガソリンスタンドと車の整備所があることを教えてくれた。車を回して事情を説明すると、『修理は可能だ。問題ない。向かいのレストランで1時間程待つように』と言われ、ほんとに安堵した。ずいぶん前に渓流釣りに行ったときにオイル漏れに見舞われて車が動かなくなり山奥からレッカー移動したことがあるのでなおさらであった。 　レストランは老夫妻が営業しており、エスプレッソコーヒーを注文した。安堵したこともあったが、おばさんの人柄もあってとても美味しかった。忘れられない一杯のコーヒーとなった。 　トラブルがあれば人は助けてくれる。国が違っても同じと思う。これ以外にも、宿泊予定のアパートの開け方や駐車違反でタイヤがロックされた時など、周りの人に助けていただいた。　以上のような訳でペラトの訪問は諦めたが予定通り




